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㉕日光真光教会礼拝堂
明治16年（1883）アメリカのJ.M.ガー
ディナーは立教大学を設立し、明治23年
（1890）に小さな礼拝堂を建てたが、手
狭なので、大正3年（1914）に現在地に
礼拝堂を再建した。礼拝堂の聖書台の床
下には、ガーディナーと妻フロレンスの
遺骨が納められている。
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㉗金谷カッテージ・イン
明治6年（1873）、日光を訪れたヘボ
ン式ローマ字で有名なアメリカ人ジェー
ムス・カーティス・ヘップバーン（J.C.
ヘボン）博士が泊まるところがなく、困
っているのを見かねた金谷善一郎氏は博
士を自宅に宿泊させた。その後自宅の一
部を外国人専用の宿泊施設「金谷カッテ
ージ・イン」を始めた。
宿泊した外国人の間では、「SAMURAI
HOUSE」と呼ばれていた。これが日本で
最古といわれる「金谷ホテル」の全身で
ある。そして明治26年（1893）に、現在
地に二階建ての「日光金谷ホテル」を建
て営業を開始した。
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㉘田母沢御用邸
御用邸は、避暑・避寒を目的とした皇
室の別邸で、明治から昭和にかけて各地
に建設された。田母沢御用邸は、皇太子
（大正天皇）のご静養の場として造営さ
れた。天皇御即位後も度々訪れ、昭和22
年（1947）に廃止されるまで、大正天皇
をはじめ、3代にわたる天皇、皇太子が
利用された。特に、大正天皇は日光を好
まれ、明治29年（1896）から大正14年
（1925）までに、1千日余、日光に滞在
されてた。第二次大戦中には、当時皇太
子であった昭和天皇の疎開先となった。
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㉙釈迦堂
本尊は釈迦如来、その脇には文殊・普
賢の両菩薩を安置したお堂。大きな木の
山門の奥に朱塗りの建物がある。
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㉚殉死の墓
釈迦堂境内にあり、慶安4年（1651）
徳川将軍家光の死に殉じた5名の忠臣
と、徳川譜代家臣19名の墓で、墓石は高
さ3mを超える・家光公の乳母で春日局の
元の主人であった稲葉正成の名前もあ
る。

㉒日光山内
大谷川を境に手
前が日光市街、日
光橋を渡ると山内
と呼び、東照宮、
日光山輪王寺、日
光二荒山神社、家
光廟大猷院のある
一帯をいう。ま
た、 2社一寺と
は、日光東照宮、
日光二荒山神社と
1つの寺家光大猷
院を含めた日光山
輪王寺のことであ
る。
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栃木県日光市

鉢石宿～東照宮

（ 歩行距離 2319ｍ 28分 ）

http://nikko-kaido.jp/
JZE00512@nifty.ne.jp

歩く地図でたどる日光街道

日光駅 ～ 東照宮

長坂 深沙王堂と太郎杉 杉並木寄進碑

日光軌道架線柱
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㉖青龍神社
弘法大師が滝尾、寂光を開いた時、弟
子たちが守護として京都醍醐の青龍神社
を分祠したのが始まりといわれている。
晴天祈願をすると晴れるということか
ら、東照宮や二荒山神社の例大祭の時、
祈晴際が行われている。境内の狛犬は、
万治元年（1658）に奉納されたもので、
銘には天狗とある。

㉓表参道
この一帯には民家があったが、寛永17年
（1640）に天海大僧正により今の御幸町
に移転させられている。また、明治初期
まで中央に水路があった。

㉔日光奉行所跡
大猷院廟守護職を務めた梶定良の屋敷
を改築し、元禄13年（1700）日光奉行所
が設けられた。奉行所内には、米蔵やお
白州もあったという。明治2年（1869）
に設置された日光県庁の庁舎となり、明
治4年（1871）の第一次府県統合により
栃木県に統合され、取り壊された。その
跡地には日光ホテルが建てられたが、大
正15年（1926）に火災により焼失した。

⑯下乗石
鉢石宿と神橋の間の小広場の傍らに
「下乗」と刻まれた下乗石がある。ここ
から先は日光の霊域であるため、参詣者
はここで馬や駕籠といった乗り物から降
りた。将軍も例外ではなく徒歩で山内へ
行った。

③虚空像
虚空蔵尊は寛永年中（1624～

44）、上鉢石町の星宮磐裂神社の祭
神を勧請、上・中・下鉢石町、御幸
町、石屋町、松原町の鎮守。華麗な
装飾の社殿が建つ。
境内には樹齢350年のしだれ桜が
ある。近くの高田家のしだれ桜も見
事である。こちらは樹齢40年といわ
れる。
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①稲荷神社 西行戻り石
「まづ木へ上りければ、西行口ずさみ
て“猿の児とおもへば早く木にのぼる
”。小童“犬のやうなる法師みたれば”
とつけたり。西行、汝は何処へ行くぞと
問ふ。小童“冬もえて夏枯草をかりにゆ
く”と答ふ。それは何の草ぞと問。童い
はく、御身は聖智の人かな。世にあまね
く知れる麥といふ草なるを知り玉はずや
とて、手を打て笑ひければ、西行おどろ
き、かゝる賤しきき小童さへ知恵かしこ
き所なれば、山に入らんことかなふまじ
とて、此所より帰りける。故に西行戻し
と名づく」(日光道中略記)
西行法師が日光を訪れ、この石の前に
来たときに、石の上に籠を背負い鎌を持
った小僧がいたのでどこに行くのかと尋
ねると、「冬萌きて夏枯れ草を刈りに行
く」と答えたのに驚き、この地での歌く
らべは無理だと、この場で黒髪山を拝し
て引き返していったという。
“ながむながむ散りなむことをきみも
思へ くろ髪山に花さきにけり 西行法
師”の歌碑がある。

虚空蔵

⑳長坂
神橋の右奥に見えるのは長坂
で、東照宮へこの坂を上がって
いった。

⑬板垣退助像
総督府参謀の板垣退助は、貴重な建
築物である東照宮を焼失することを恐
れ東照宮に陣を張る大鳥圭介、土方歳
三、旧幕臣、会津藩士らを説得し、日
光山内を戦火から救った。

⑨鉢石
直径2mほどの石で、日光山開祖・勝道
上人が托鉢の途中、大谷川〔だいやが
わ〕岸辺のこの石に座って日光山を仰い
だと伝わる。日光開山以来、旅人の道標
となった。「鉢を伏せたような形状」が
名の起こりで、地名の由来にもなった。
石の周囲に柵を設け、注連を張って神聖
視され保護されてきた。
「むかしは鉢石村と唱へ、宝殿の辺よ
り四郎太郎山の辺に人家1・2軒づゝ散在
せしが、元和年中(1617)御宮御鎮座の頃
より人民次第に移りすみて此屋の町とな
る」「中鉢石町の民芝田善平が宅地に其
かたち鉢に似たる石あり。是全躰にあら
ず。僅に石頭を地上にあらはせしのみな
り。此石あるをもて鉢石と名づけしと
云」(日光道中略記)

④鉢石宿の本陣
入江家本陣は、「御宮御菓子屋、本陣
兼帯」(日光・奥州・甲州道中宿村大槪
帳)「家伝の蒸菓子・麩和餅は御宮献備
になりて、常に御用を勤るといふ」(日
光道中略記)といわれ日光御用達の菓子
屋であった。現在は「そば処魚要」にな
っている。
本陣高野家は、屋号がついた土蔵など
が残る。高野家の芭蕉句碑
「日光山に詣 芭蕉桃青 あらたふと
木下闇も 日の光」日光に残る4つの
句碑の内の一つ。高野家の庭先に建てら
れている芭蕉句碑である。向かって右側
の句碑は明治2年（1869）建立。この句
碑は私邸の庭先にある。高野家は戦前ま
では鉢石町一帯の広大な土地を所有して
いたという。ゆば屋「サンフィールド」
の駐車場の裏にある。
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⑫天海大僧正
慶長15年（1610）75歳
のとき、駿府城で始めて
徳川家康の前で論議を開
き、この時、家康は68歳
でしたが、天海に感銘し
「もっと早く天海に逢い
たかった。」といったそ
うです。 慶長1 8年
（1613）78歳のとき、日
光山の住職になり、天海
が家康に仕えたのは7年
間で、その後二代将軍秀
忠、三代将軍家光に仕
え、各将軍の家庭教師・
政治顧問・相談役・黒衣
の宰相として徳川家のた
めに尽力した。
1616年（元和2年）75
歳で家康が亡くなると、
天海は、以前より残され
た遺言によって東照宮の
造営を采配し、元和3年
（1617）3月に完成。
「元和の造営」。後の家
康二十一回忌の法要を機
会に三代将軍家光ととも
に大改修を計画し、寛永
13年（1636）3月に現在
の社殿を造りあげた。
「寛永の大造替」
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②竜蔵寺
元久3年（1206）源頼朝の忠臣畠山重
忠が北條時政に殺された後、末子重慶阿
闍梨は日光に逃れて僧になった。しかし
建保元年（1213）に日光山第24代座主の
弁覚に､重慶が謀反を企てていると鎌倉
の源実朝に訴えた。実朝は畠山重忠の功
を思い､調べるだけのつもりでいた。長
沼五郎宗政が殺し重慶の首を鎌倉に届け
た。実朝は怒り弁覚らを責めた。弁覚は
自分の誤解から起こったことを悔やみ、
この寺を建てたという。
戊辰戦争の芸州藩の戦死者の墓碑があ
る。友田織之烝（20歳）、日高砂藏（27
歳）、松田林藏（23歳）、大村豊次郎
（17歳）

㉛日光軌道橋梁
道路と道路の間に日光軌道の橋梁が残
っている。この上に線路を敷き鉄橋とし
ていた。日光駅から清滝を経由して馬返
しまで通じていた。

⑦磐裂冷水
1200年前、日光開山の祖勝道上人がこ
の地に清水を発見した冷水で、男体山系
の湧き水で、日本で最もおいしい水とい
われる。
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⑤御幸町
御幸町は昔は日光山内の中山通りにあ
り、新町といった。「元和3年(1617)御
宮御草創のとき諸事の御用を勤め、又当
町はそのかみ御本坊の前なれば御祭礼の
とき御輿渡らせらるゝところなりて、慈
眼大師公辺に告して町名を御幸町と改ら
れ」「後来、御山内繁栄せしゆへ、寛永
18年(1614)御幸町をも本の地に移さる」
(日光道中略記)

⑧観音寺
「日光山の麓に泊まる。あるじの云け
るやう、“我名を仏五左衛門と云。萬正
直を旨とする故に、人かくは申侍(もう
しはべる)まゝ一夜の草の枕も打解て休
み給へ”と云。いかなる仏の濁世塵土
(じょくせいじんど)に示現して、かゝる
桑門の乞食巡礼ごときの人をたすけ給ふ
にやと、あるじのなす事に心をとゞめて
みるに、唯無智無分別にして正直偏児固
の者也。剛毅木訥(ごうきぼくとつ)の仁
にちかたぐひ、気稟(きひん)の清質尤
(もっとも)尊ぶべし」松尾芭蕉が元禄2
年(1689)4月1日に泊まった宿の主人、仏
五左衛門の名が過去帳に記されている。
翌2日、五左衛門の案内で七里からの古
道を経て大田原へ抜けていった。戊辰戦
争戦死者の墓がある。

⑭星宮神社（磐裂神社 いわさくじんじ
ゃ）「いにしへ（勝道）上人開山のみぎ
り、山菅橋のほとりにたゝずみし時（虚
空増菩薩）童子とあらはれ、種々の奇瑞
（きずい）ありし故、其時の形を彫刻し
て当社に安置せり。又むかし源頼朝奥州
の泰衡追罰の時、此社に祈願ありと云」
（日光道中略記）

⑮日光橋
「大谷川に渡す。板橋長さ拾弐間四尺、
幅二間三尺。往来の人馬これを渡りて御
山に出入す」（日光道中略記）

㉜大谷川
「…水源は中禅寺湖水より出、華厳の滝
となり、久次郎村（くじらむら）より含
満淵（がんまんがふち）を経て神橋の下
を過､稲荷川に合す」（日光道中略記）

⑰神橋
「板橋長拾三間五尺（六尺五寸を一
間とす）幅弐間四尺弐寸。朱塗にて
金の擬宝珠あり。其色水に映じてき
らびやかなり。或は朱の御橋ともい
ふ。両岸に石の柱あり。前後に埓
（らち）を設けて常人の往来を許さ
ず。御参詣の時渡らせらるゝの外
は、一坊の行人下山の時渡る事を許
す」（日光道中略記）ずっと一般の
通行を禁じていた。「天平神護2年
（766）勝道上人日光山にわけ入ら
んとて此川上に至りしが、崖そいた
ち、谷深くして渡るべきよしなけれ
ば、こなたの岸にたゝずみて、しば
しやすらはれけるに、深沙大王あら
はれ玉ひ、青赤の二蛇を放て橋とせ
られければ、上人霊蛇の上をふまん
ことおそれありとて、草かる翁をま
ねき、山菅をからせ、これを蛇躰に
おほひて渡られけり。大同3年
（808）上人其跡に橋を作り、山菅
の橋と名づく」（日光道中略記）寛
永13年（1636）に東照宮の造営が終
わったとき、以前からあった山菅橋
を架け替えて今の形の橋とし、名も
神橋と改めた。依頼、16年ごとに架
け替えられてきたが、今の橋は明治
37年（1904）に架け替えられたも
の。
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⑥日光軌道架線跡
明治9年（1876）明治天皇行幸のさ
い、石段道路のため御馬車が使用できな
かったので、明治16年（1883）石段を坂
道にし、道路中央の水路部分に明治13年
（1910）日光軌道の路面電車が開通。現
在架線柱が残っている。
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⑩問屋杉江家
「字鉢石町・名主、杉江太左衛門是は
本陣には無ﾚ之候得共、日光五社参・御
法会等之節、其外臨時之休泊等請候由」
(日光・奥州・甲州道中宿村大槪帳)
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㉝稲荷川
二荒山神社の北から東照宮の東を
流れて大谷川に合流するが、寛永2
年（1662）に起きた川の氾濫で148
名が溺死した。
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㉑仙台切通
手前の道は国道119号線。下河原町への道で、か
つては、岩山が迫り出し大谷川沿いを狭い道が通っ
ていたが、江戸初期に仙台藩が伐り開き道幅を広げ
たという。そのため、「仙台切通し」と呼ばれた。
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